
キーワード キーワードの細分 チェック項目

場所 屋内 建物自身の特性に注意

・人が集中、滞留しやすい構造

・滑りやすい床、階段が急

イベントを目的とした会場以外でのイベン

ト開催時には消防への届出が必要

通常火気を使用しない場所で火気を使

用する場合消防への申請が必要

避難路、非常口の確認、当日の周知

収容人員数を守る（立ち見をさせない）

屋外 交通状況に注意

道路と会場間の段差の有無等

火災と紛らわしい煙火を発生させる場合

には消防への届出が必要

オープンスペース 人・柵等による区切り（会場、立ち入り禁

止区域等）

道路 道路を利用する場合警察への申請が必

要

自然・天候 海、山など 自然を甘く見ない（海ではライフジャケット

を着用する等）

気象情報に絶えず注意

雨 混雑を増幅させる

車の利用者増に対する問題に注意

晴れ 夏場は、高温、日差しに注意

急激な変化 必要に応じ中止、避難の判断が必要

雨宿りの場所はあるか

イベントチェックキーワード
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キーワード キーワードの細分 チェック項目

混乱を防ぐ現地広報が必要

河川は上流の雨による増水に注意

冬山は急な吹雪等に注意（活動範囲等

工夫）

突風 テント、看板等の飛散防止措置を事前に

気象警報、注意報等 大雨、強風、洪水等の警報、注意報の発

令状況に注意

中止、避難の基準、方法の設定が必要

光化学スモッグにも注意（５月～10月の

屋外イベントは、光化学スモッグ予報等

発令時の連絡先を環境政策課に連絡）

季節 暑い 日陰の確保

ストレス飽和点が低いので解消の手段

寒い トイレが近くなることからの問題に注意

会場 広さ 十分な広さを確保

確保できない場合、集中を防ぐ工夫

分散型 会場間の移動に注意

時間帯 夜 照明の確保

主催者 共催 連絡体制の明確化

全体把握が必要

委託 契約内容の妥当性の確認

権利義務、責任、役割の把握・明確化

事務局・その他 責任、役割の把握・明確化
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キーワード キーワードの細分 チェック項目

種類 参加型 集中を起こしやすくリスクが高い

予想参加者数 多数 体制の確保

集中を防ぐ工夫

対象 不特定 来場予定数の把握が難しい

当日入り込み者数の把握も難しい

事前周知も難しい

入場制限（不審者対策含む）の手法検討

年齢等参加者の特性 子ども 子どもの視点でのチェック必要

・遊具、がけ等に注意

・子どもにわかる注意書きを

・ケガ、脱水症状に注意（救護所設置等）

体調を崩しやすいことに対する配慮必要

高齢者 高齢者の視点でのチェック必要

・段差、階段、滑りやすいところはないか

・スリッパに履き替える必要はないか

運動する場合、量、内容が適切か

運動等の場合、参加者に健康の自己管

理に注意するよう、参加要領等で周知

体調を崩しやすいことに対する配慮必要

若年 未成年の飲酒等による無鉄砲な行動

障害者 別導線、指定席を設ける等の配慮

事前にバリアフリー度のチェック

障害者用駐車場の確保

障害の種別による対応

障害者の移動を阻害しない内容、施設配

置か

地理的条件 交通手段の有無 駐車場及び整理要員の確保

違法駐車を防ぐための警備員の確保
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キーワード キーワードの細分 チェック項目

駐車場空き待ちの車両対応（路線バス等

公共交通機関の運行の支障とならないよ

う注意。予想される場合、公共交通機関

に事前連絡）

事前・現場広報の実施

臨時バス便運行等の検討（乗降場所、

乗降時の安全確保）

集中の有無 集中の可能性あり 分断入退場の実施

整理券方式の導入（整理券は事前配布）

複数導線の確保

往復導線の分離

現場広報の実施（不安解消する内容を

工夫）

拡声器、柵、ロープ、コーン等の活用

行列 割り込み禁止の徹底

蛇行方式や少しずつでも動く方式をとる

等の工夫

従事者 ボランティア等外部人材 事前研修、説明会等が必要（業務内容、

連絡体制の周知徹底）

展示 パネル等展示物の固定 パネルの足をガムテープで固定する等

の工夫

防火 喫煙 喫煙場所指定の工夫

歩きタバコ禁止の工夫

火気使用 水バケツや消火器を配備

作業 安全配慮 準備や当日、作業するとき、安全基準が

ある場合遵守する等、安全に充分配慮

飲食 アルコール提供の有無 アルコール提供有の場合、より慎重に
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キーワード キーワードの細分 チェック項目

安全性確保について検討する

遠足等 水筒等への異物混入を防ぐための一括

管理

べんとうは日陰で保管

衛生 清潔の確保 イベント内容（動物とのふれあい)等によ

り、手洗い場、石鹸等を確保

その他 危険と思われる工作物の有無 施設管理者と協議

柵等による立ち入り禁止措置

看板の設置

警備員配置等による現場広報
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